
教育データの利活用に関する有識者会議の設置について 

令和４年３月１８日 

総合教育政策局長決定 

１． 趣旨 

児童生徒１人１台端末環境において、誰一人取り残すことなく、全ての子供たち

の力を最大限に引き出すことに資するよう、教育データの効果的な利活用を促進す

るために必要な方策について具体的な検討を行う「教育データの利活用に関する有

識者会議」（以下「本会議」という。）を設置する。 

２． 検討事項 

（１）教育データの標準化について

（２）学習履歴（スタディ・ログ）の利活用について

（３）教育ビッグデータの効果的な分析・利活用について

（４）その他

３． 実施方法 

（１）本会議は、別紙の委員をもって構成する。

（２）本会議に座長を置き、事務局が委嘱する。

（３）必要に応じて、別紙以外の者にも協力を求めるものとする。

４． 開催期間 

令和４年４月１１日 ～ 令和６年３月３１日 

５． 庶務 

本会議に関する庶務は、関係課の協力を得て、総合教育政策局教育デジタルトラ

ンスフォーメーション推進室において行う。
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